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株式会社天朝閣

阿賀野から世界へと羽ばたく
クラフトビール醸造所

新潟産の米や小麦を使ったビールの
増産体制を整える

株式会社天朝閣は、飲食＆ブライダルウェ

ディング部門と、ビール醸造等の製造販売部

門の２部門から成る。現社長の 2 名は飲食を

通じて世界へと羽ばたく会社にしたいとアメ

リカに出向き、クラフトビールを中心とした

リゾートウェディングからビジネスの着想を

得た。帰国後、クラフトビール事業をスター

トし、その後五十嵐邸を借りてウエディング

事業の拡大を行い、自社の料理とビールを提

供している。現在はビールの世界大会で金賞

を獲得する等、世界から注目を集める。
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古田　利大氏

会社 HP

株式会社天朝閣
新潟県阿賀野市金屋 345-1

0250-63-2000

http://www.swanlake.co.jp/main/Default.as

新潟ならではのこしひかり仕込み
ビールの需要に応えたい

タンクを増強し、
生産体制を整える

既存に頼らず、
新たな販路や商品を作り出す

創業当初から新潟ならではのビールをつくりた

いと考えていた。そこで、日本一の生産量を誇

るコシヒカリを使ってビールを作ろうと考案。

粉砕した麦芽に、粒子状にした白米を混ぜ、コ

シヒカリ入りのビールを製造。市場に出してみ

ると予想以上に評価が高く、生産が追いつかな

くなった。さらに、「こしひかり仕込みビール」

はラガービールのスタイルで、エールビールよ

りも低温で発酵・長期熟成させる必要がある。

数量を保管するためにはタンクが必要なことも

あり、ものづくり補助金を使うに至った。

ものづくり補助金を活用し、高性能の発酵タン

ク 3 本と保管用のブライトビールタンク 3 本、

タンクの温度調整をする冷凍機器設備を導入。

好調に売上を伸ばす「こしひかり仕込みビール」

の生産数を増やすことができた。また、冷却機

器を導入したことで、ビール製造で重要な温度

管理が一つひとつのタンクに対してできるよう

になり、生産種類の増加にも成功。結果、受注

を止めていた輸出にも力を入れられる体制が

整った。

2019 年は瓶詰めの
機械も購入し、生産
体制を整えました。
今後はさらに海外の
販路拡大に力を入れ
ていきたいです。

代表取締役社長
醸造・食品パン菓子製造
販売最高経営責任者

業界全体の課題として少子化に加え、アル

コールを飲む人も少なくなっている中で、

従来とは異なる市場に目を向ける必要があ

る。当社は海外進出を目指し、ひと目で日

本のビールだとわかるような日本らしい

パッケージにしている。また、商品開発に

ついても積極的に行い、飲食店の方々や異

業種の方ともコラボレーションを行い新し

い商品を作っていきたいと考えている。こ

のように新潟ならではの活動ができるの

は、地場で活動するクラフトビール醸造所

だからこそ。これからも新潟の地だからこ

そできるビールを作り続けていきたい。

■ ビール製造業・結婚式場業
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